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1・ は じめ に

地表面 の起伏 を表示す る手法 としては従来か ら、けば ,陰 影 ,等 高線等 に よる方法が用 い られてお り、土

木工学 の分野 では等高線 の表示 に よる地形図が最 も一般的 に利用 されてい る。

等 高線 l r cょる地表面 の起伏 を表示 す る方法は 、航空写真測量分野 での図化精度 の向上 に よ り現在 では最 も信

頼 され る地形図 を我 々に提 供す る ことになるが 、等高線地形 図か ら直接 に我 々の視 覚 と して地表面 の起伏を

得 るには相当 な熟練 を必要 とす る。 特 に一枚の地形 図の大 きさの制 約か ら河川 流域の よ うな広域 にわたる

地域 の地形 を視 党 と して把 握 す る ことはむずか しか った。 本 研究は等 高線 地形 図 よ り得 た地表面 の標 高デ

ー タを基 に した大縮尺 の数値地形 モデル を作成 し、それ を画像解析す る ことに よ り地表面 の地勢 を視 覚化し

た結果 とそ の利 用法 について述べ た もので あるし

2 .数 値地形 モデル

ここで名づけた数値地形 モデルは 、原 デー タに建設 省 国土地理院発行 の地形 図 を使 用 してヽ総 理府統計局

の標準地域 メ ッシ ュと互換性 を有す る よ う1 / C地形 図上 1 / C分割線 を引 き、そ の メ ッシ ュ交点 の標 高値 の読 独

り作業 を行 い、 カー ドに標高 デー タ フアイル として整 理 した。 本 研究 で対 象 と した地域 は 、山岳 地帯 とし

て利根川上 流矢木沢 ダム流域 をモデル と し、都市流域 と しては東京都 区部 をモデル と した。 こ こで、徹て

都市部地域 として東京 を選ん だ理 由 としては 、現在我 々が入手 出来 る東京都 心部 の地形 図で等 高線 が記入さ

れた地形図が無 いため東京都心部 の地勢 を視覚 として とらえ る ことが不可能 で あるため 、未 だ東京が現在ほ

暖市街 化 してい ない時期 に測量 された地形 図 (参謀本 部陸軍部測量 局発行 の明治 /“ 年測量 / :′ θθθθ地形

図)を 用 いて地形 を視覚化 し、現在の東京 と比較 す るデー タとす る 目的 を も含ん でいるためで ある。 矢 木

沢 夕
・
ム流域 の メ ッン ュ /区 画 の大 きさは経度方 向 7ク. 2 3■,緯度方 向 7 7 .θθ mにな り、 / : 2 5θ θθ地形図上

では 2 . 9 7 mュ ×θ. θ̀ m mの 大 きさ となる。 東 京都区部 の標高値 の読 み方は 、地域が 山岳 地域 に比べ て等高

線が不規則 に入 り乱れてお り、かつ 、等高線 間隔が大 きいため地形 図上 に分割線 を引 き、そ の交点 の標高値

を読●には測定者が複雑な比例配分をしながら測定しなければならないので、デジグラマを用いて緯度方向

でθ m m間隔線が等高線を横切る経度方向の距離を読み取り、電算処理によってθ l l l l l l×θュ■のメッシュ交点の

標高値 を求 めた。

図― / ,図 - 2に 数値地形

モデル を作成 した利根川

上流矢木沢 ダム流域 ,東京

都区部 の範囲 を示 した。

矢木沢 ダム流域 は緯 度方

向が /ι.クk m ,経度方 向が

/夕. / k mで ぁ り,東京都区

部は緯度 ,経度方 向 ともに

/夕.ク kmで ぁる。

図― /  矢 木沢 ダ ムの流域
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3 .数 値地形 モデルの視党化

地形 の特 徴 を知 るために、数値 地形 モデルの メ ッシ ュ交点 の標高値 を映像
モニ ター と ミニ コ ンピュー ター

とで構成 された画像処理装置 を用 いて 2 S S段 階 の 白黒濃淡 な らびに カ ラ
ー ス ライス した映像 に変換 して地形

を視覚 として とらえた。 本 研究 で 目的 としてい る地形 の視 覚化は水 系 ,標高帯
な らびに等高線 に対 してで

ある。

ノ)  利 根川上 流矢木沢 ダム流域

標高の低 い値 を黒 く、高い部分 を自 くな

る よ うに数値地形 モデルの メ ッシ ュ交点 の

標高値 をθ～ 2 5 5段 階 の黒 白で画像 化す る

と水 系のパ ター ンを明麻に示す 。 図
一 θ

,図一 “はそれぞれ視覚化 された矢木沢 ダ

ム流域 の水 系 をエ ンハ ンス メン トに よ り表

現 を変 化 させた もので ある。 流 域 の河川

密度 、河道網 の分岐比 な らびに流 出機構 を

検討す る ときの参考資料 となるで あろ う。

数値地形 モデルの標高値 の同 じ値 をひろ

い 出 し、点 の集合 と して表示す る と最 も
一

般的 な等高線 に よる地形表示 となる。 (

図― よ参照)。  あ る範囲の標 高値 帯 をい

くつか に別け 、それぞ れ 白黒濃度 で表示 す

る と図一 るの よ うな標高帯別 の水平投影 モ

デルが で きる。 そ れぞれの標高帯の面積

が画像内の画素数 を自動計測す る ことに よ

り算 出され るので流域 の面積―高度 曲線 が

容 易 に求 め る ことが可能 で河川流域の地形

解析 の参考 資料 とな る。

2 )東 京都区部

図- 7は 明治 /“年測量 図か ら作成 した

東京都区部 の水系図で 目黒川 ,神 田川水系

が明添 に表 われてお りヽ赤坂 ,小 石川付 近

図―θ矢木沢ダム流域水系●Dの図一“矢木沢ダム流域水系“⑬

図― よ矢木沢流域 内等高線 図  図 ― `標 高帯別水平投影 モデル

の高台 も表 われ てい る。 図 ― gは ドッ トに よ り等高線 として表示 した も

の で ある。 図 - 9は 東京都区部数値地形モデル よ り、T・P  θm , T・ P /

～ /θ■ , T・P / /～ θθ■ , T・Pθ /～ “ m , T・ P“ /～ ダょmを よ段 階の 白

黒濃淡 に分けて表示 した画像 に図 - 2の 地図 を重ね合わせ た画像 で ある。

東京の下町か ら山の手 にかけての地形 が良 くわか り、雨水排水計画 の参考

資料 となろ う。 又 、重ね合わせ た地形図は現在の もので あるか ら隅田川

河 日の東京湾埋立状況 も良 くわか る。 こ の解析 の問題 点 としては 、地形

図 よ り標高値 を読 み取 るには非常 r C多くの時間 と労 力 を要す る ことで あ り

、今後の課題 で あるが 、今後は よ り多 くの地域の数値地形 モデル を作成 し

つ もりで ある。 な か、解析 に あた つては 日本大学 リモー トセ ンシ ングセ

図- 9東 京都 区部地形図

てその利用法 につ いて研究す る

ンター の画像解析 装置 を用いた

図 - 7東 京都 区部水 系図 図― g東 京都区部等 高線図
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